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第
十
玉
#

(

1
證

.ニ)

；

新
刊
紹
介

誠
實
才
能
膽
略
に
於
て
，、
舊
政
府
當
局
者
に
勝
る
も
の 

が
多
い
ビ
云
ふ
の
は
f

く
®
實
で
あ
ら
う
。
果
し
て 

然
b
と
す
れ
ば
、
レ
；エ
テ
ン
等
が
必
要
&
む
事
を
得
ず
、
 

其
.の
最
初
に
標
校
す
る
^

^
ろ
を
修
!£
若
{
は
放
棄
；
ン，

て
、
漸
次
資
本
主
義
的
制
丧
に
復
歸
1>
':
っ 

>
あ
る
S

S
 

.^
報
導
が
事
實
で
あ
っ
で
も
ぺ
而
し
て
を
れ
を
事
實
ど) 

#
す
へ
き
理
由
は
充
分
あ
る
0

其
は
必
し
も
露
西
亜
.

\| 

の
爲
め
^
幸
と
は
云
は
れg
で
あ
ら
う
。
本
書
の
論
斷 

に
®
し
‘て
は
闽
ょ
う
異
論
を
抱
く
者
は
あ
る
べ
き
普
で.1 

■
あ
る
が
、
學
說

*的
博
渉
ど
記
述
.の
疋
確
€
は
著
者
.'平 

生
0
長
技
で
あ
る
か
も
、
此T

點
は
充
分
信
賴
す
る
こ
一 

名
が
出
來
る
。
而
し
て
本
*
中
に
引
用
す
る

，

も
の
以 

外
、
M

k

aつ
て
ボ
ル
シ
エ
#
ズ
ム
を
研
究
せ
ん
ど
欲| 

す
る
^

の
の
爲
め
R

は s
e
h
l

 

u
n
d

g-ombert, 

A
u
s
g
-

一
 

e
w
f
e

 

L
e
s
e
l
k
e

 

z
u
m

 

s
l
u
m

 

der 

p
l
i
s
c
h
e
n
l

 

f

 
o

g

l
 

B
d
:
X
L

 

:
:は

、
：，其

三

百

西

十

四

頁

化

獨

逸

，
：
 

|語

'.
0
重
芩
る
：文
献
を
列
記
じ
て
居
る
。

.
本
書
は
辛
う
じ
て
百
頁
を
起
え
る
小
肝
で
、
固
ょ
b 

近

於

て

特

.に
注
目
を
要
す
る
.著

作

ど

ふ
.ベ
：き
も 

の
で
は
な
，
い
。
以
上

梢

々

長

き

に

2

9
て
之
を
紹
介
し
：

„ 

第

九

號
一

四

〇
 

た
の
は
其
の
取
扱
ふ

S」

ろ
の
問
題
の
重
®
な
る
が
爲 

め
で
あ
る
。

(

小
泉
信
三)

-

-
-
-

--
-

-
-

-
-

. 

+,

-

.

.

H
e
r
m
a
n

 

Paul:

丨Aufgabe 

und 

Methode 

der Geschichtswissen- 

ssaltep 

I92
〇

「

言
語
^

原
國
1-prinzi.pien der,sprachgeschlchte^

の
著
者
ど
し
て
斯
界
の
權
威

^

る
パ
ク
ル
の
方
法
^
ユ

ょ
.し
僅
々
菊
版
六
十
頁
に
足
ら
ざ
る
小
.册
子
な
る
に
も

せ
ょ
、
尙
ほ
吾
人
文
化
科
學
硏
究
者
に
せ
つ
て
一
讀
の

價
値
：あ
る
も
の
S
信
す
。
勿
論
其
の
方
法
論
な
：る
や
著

者
の
專
門
れ
る
言
語
學
を
偏
®
す
る
の
傾
あ
り
ビ
.雖

も
、
又
吾
人
に
益
を
與
ぶ
る
こ
と
少
し
ど
せ
ず

。

&.こ

以
下
其
の
大
意
を
述
べ
て
是
を
^
介
し
、
大
方
の
一
讀 

を
獎
め
ん
ビ
欲
す
o

<
ゥ

ル

は.«
の
*
學

を
^
類

す

る

に

當

つ

て

、

自

然
 

科

學(
N
a
t
u
r
w
i
s
s
.
c

ぼft).

な

る

語

は

唯

物

質

の

科

學
 

(Wissenschaft 

v
§ der .Mkter

cs:
〕

こ

の

み
 

s
-
9、
vl> 

理

學
.の
，
如

き

精

刺

的

狀

滤

及

.び

行

爲

を

對

象

ビ

す

る

も
-

の
は
包
含
せ
す
、(

ニ
：H)

，是
等
を 】

拈
し
で
法
則
科
學 

( Gesetlzeswissenschaft) 

V

 
名
付
け
、歷
史
科
學(

G
e
s

o'
丨
 

• hichtswissenschaft)

に
對
立
せ
し
む
。
而
し
て
又
こ
ぐ 

に
®
史
的
自
然
科
學(histodschb 

Naturwissenschaft) 

な
る
も
の
存
し
、(

例
へ
ば
地
震
、：
噴
火
等
の
記
錄
に
基： 

:ぐ
も
0

畜
然
科
學
と
歷
史
科
學
ビ
の
中
間
^
介
在
す
0
. 

C:

l

o

£
然
ら
ば
法
則
科
擧
ど
_歷
史
.科
學
ビ
は
如
何
な 

る
點
に
於
い
て
相
違
す
る
が
。
;:
:其
の
區
^
は

濃

則

科
■ 

學
が
.個
々
.の
、要
素
を
孤
立
し
、「

其
^:
性
質
に
從
つ
て
の
' 

み
a
察
す
•る
に
、
歷
史
的
研
究
は
*'
る
結
合
が
一
.定
0 

場
所
：r

定
の
時u

形
成
さ
れ
.る
こ
'ビ
を
確
立
す
る'̂
向 

は
ん
ビ
す
る
點
R
あ
ヅ
。」 (

1

四
賀)

是
等
の
點
に
關
す 

る
議
論
は
求
だ
リ
ジ
ヶa

ト
の
峻
嚴
な
る
に
如
か
、冗

. 

H

R
皮
は
歷
史
科
學
及
び
法
則
科
學
を
81
察
す
る
に
當 

.
つ

て
必
要
な
る
方
法
の
硏
究
、

「

例
べ
：：ば
言
語
の
硏
究
の 

如
き
を
名
付
け
て「

原
則
科
學
し(prinzipien-

乱ssensch

丨 

aft)，

S

K
へ
>

。
是
に
就
い
て
は
尙
«
後
に
述
ぶ
る
必 

悪
あ
れ
ば
''
こ
、
に
は
省
略
す
;0
,

:

.

: 

'

'
.
.
S
人
似
®

く
.取
を
轉
じ
で
.氏
.の
人
生
觀
を
ニ
瞥
す
る
.
. 

の
要
あ
&
。
氏
^
從
へ
，
ば

人

類

の

精

神
^
肉

體

ビ

は

相.

.笫
f
at
#
. 

(

3

五
.三)

新
刊
紹
介
：

離
れ
て
存
す
る
も
の
に
あ
ら
す
。
精
神
は
.肉
體
に
作
用
.
 

し

、
’肉
體
は
精
舯
に
影
響
ず
。：
今
吾
人
の
行
動(

B
e
w
e
-

を
考
察
す
る
に
感
官
的
刺
激
に
基
く
反
射
運
動 

あ
^V。

を
は
全
然
：吾
人
の
勝
手
氣
儘
に
な
ら
ざ
る
も
の 

な
.れ
ど
、
是
に
對
し
て
他
^
晋
人
の
自
由
に
な
る
も
の 

存
す
。
即
ち
吾
人
の
意
思
化
依
つ
て
肉
體
の
行
動
を
支 

配
せ
ん
ビ
す
る
も
の
に
し
て
、
そ
は
練
習(

e
n
Q
b
l
i
n
^

 

に
依
り
て
獲
得
せ
6
る
‘
^
も
の
な
り
。
然
れ
'

V」

も
人
類 

の
行
動
に
は
觅
に
他
の
も
の
#

せ
り
。
吾
人
は
あ
る
目 

的
{:
:到
達
せ
ん
が
爲
め
^
、
其
の
手
段
た
る
道
具
を
作 

V

る

。
即
ち
人
類
ば
'あ

る

完

金

な

る

道

具

を

作

ら

ん

が

爲 

め
に
’
自
然
的
對
象
物
に
向
つ
て
働
く
乙
ビ
が
先
づ
最 

.も
近
き
目
的
.

し̂
て
、「

道
具
の
生
產
及
び
斯
く
の
如
き 

道
具
の
補
助
に
依
つ
て
な
さ
れ
る
生
產
が

M
.
に
又
道
：
 

具
を
生
す
る
^
至
る
。」

(

一
八
頁)

此
の
意
味
^
於
い 

て

鐵

道

も

道

路

.
も

す

ベ

て

 

一.
0
道
具
に
過
ぎ
ず
。
而
し 

^.
其
の
見
地
が
深
廣
く
な
る
に
從
び
、
其
0

目
的
に 

役
立
て

ん

と

す

る

行
動
は
益
々
高
か

t

ざ
る

を
将
ず

o
. 

然
ら
ぱ
人
間
ミ
人
間
ビ
の
交
渉
は
如
何
。
勿
論
人
類
の 

進
化
は
是
等
め
交
瓦
作
用
を
待
づ
て
始
め
て
生
ず
る
も

第
九
號
ノ

】

四
一



Pて̂ ^

第
+
苽

卷

(

ニ
登
四〕

.澌
刊
紹
介
,

の
な
&
。
然
れ
ざ
も
直
換
あ
る|

-.
0
精
#
ビ
他
の
精
神 

S
は
交
渉
し
能
は
ず
。
必
中
‘外

界

の

表

象'̂
し

す

肉

體
 

の
伸
介
す
る
を
要
す
。
而
し
て
此
の
肉
體
-0
媒
介
の
發 

達
に
關
し
て
、
氏
は
最
も
典
味
多
き
敍
述
を
な
せ
ど
.̂
' 

こ
、
に
は
すV
て
_
愛
す
->
'
載

者

は

直

ち

に

、
本

書

及

び
 

前

揭「

言

，語

史

原

理
」

k
就
き
て
>
_如
何
^
し
て
人
類
が 

意
思
を
表
現
せ
ん
ヰ
し
た
る
か
、
■其
の
變
遷
の
_
5r
池 

&
.
る
ベ
し
。要
す
る
^
其
の
結
.論
^
な
す
も
の
ぺ
は
、交
& 

作
用
の
最
も
完
全
な
る
も
の
ど
し
て
現
在
の
發
音
誃
語 

(
L
a
n
t
s
p
r
a
c
h
)

發
達
す
る
.に
至
り
、(
言
語
^
は
0

1

, 

d
s
-
s
p
r
a
c
t
e

ビ
て
容
貌
を
^
つ
て
意
瓜
を
表
示
す
る 

も
の
あ
&

、)1

つ
の
精
神
ビ
他
の
精
神
^
略
々
完
全
に 

交
渉
し
得
る
に
庚
れ
b 
o 

( } 

‘{六
頁)

而
し
て
文
化
が
進 

步
す
る
は
是
等
の
交
瓦
作
用
が
觅
に
廣
き
に
亘

れ

ば

な

 

り
。
例
ベ
ば
各
家
族
が
そ
の
消
費
物
を
そ
れ
自
身
生
產 

.す
る
原
始
的
顧
濟
階
段
S
现
在
の
如
き
交
易
經
濟
時
代 

ご
を
论
較
す
べ
し
0
其
の
.間

化

の

相

違

は

®
め
て 

歷
然
た
る
べ
し
。
他
方
觅
^
吾
人
が
過
去
の
事
實
を
熟 

知
す
る
こ
ど
は
又
文
化
.の
進
^
に
貢
獻
あ
&
。
然
し
乍 

ら
其
0.
歷
&
的
硏
究
..の
主
た
る
任
■務

は「

過
去
+の
象
弋

第
九
號

I

四
：1

に
生
せ
る
文
化
價
値
を
.崩
壊
よ
り
保
議
し
、
而
し
セ
す

で
に
現
在
狀
隱
さ
れ

&

る
激
を
斬
生
活
に
喚
起
す
る」

，

Z
ビ
.に

あ

ぇ(

五
|ニ
5

尙
ほ
'其
:0
歴
史
硏
究
0
方
法
、

殊
に
其
©
偶
然
論
'(Nufali}:.

興
の
他(

四
〇
ff
以
離)

興

味
多
き
議
論
あ
れ
^
，
他
^
紹
介
す
べ
き
機
食
あ
ヶ
ビ

思
惟
す
る
が
故
に
、
.こ
、
^
は
す
ベ
て
省
略
し
、
：直
ち

に
以
上
の
'如
§
觀
察
ご
其
の
科
學
論
€
の
關
係
を
略
述 

す
べ
し
。
、

,
*
史
的
科
學
の
.眞
の
自
的
は
世
界
&
於
け
る
菩
\
の 

指

向

法(
o
n

's*
t
i
e
r
u
n
g
)

5:
求
む
る
に
あ
ヶ
。
而
し
で

事
物
間
の
因
果
關
係
を
究
め
る
範
圍
(:
;
於

い
て
眞
の
斗

學
た
る
こ

W

を
得
ベ

.
'

し
o

.

.そ
は
個
♦
の
事
實
を
孤
立
的

に
明
白
に
す
る
こ
£
を
以
つ
て
滿
足
す
ベ
&

に

あ

&

ず

因

果

$1
の
認
識
^
比
.較

(
v
e
r
g
l
e
i
c
h
u
n
a

は
缺
く

ベ
か
ら
ざ
る
も
の
な
6 

0
.現
象
間
に
於
け
：る
一
致
；

(XJe_

b
e
r
e
l
n
s
t
i
m
l
n
s
.

は
：正
確
な
る
分
析
に
依
つ
て
の
.み
到

達
し
得
。
而
し
て
.斯
く
の
如
.き
；一.

致

：
の
'
方

法

を

系

統

的

に
.：
研
^

せ

ん

ヒ

努

カ

す

る

_

、
，
，

j

、
R

M
則

科

學

、
を

生
'

ず

。

撕::
;
(の
.如

き

原

則

科

學

は

迅

確

な

：る

費

節

树

究
 

(
d
e
t
a
i
l
f
o
r
s
c
h
g
&

ど

相

伴

ふ

て

始

め

て價

直

あ

る
も

の
な
ら
。
.
.
故
に
原
則
科
學
は
發
M
に
於
げ
る
目
的
意
識 

の
聯
結
の
爲
め
に
、
歷
史
的
硏
究
を
あ
ら
ゆ
る
方
面
に 

於
い
て
利
用
す
ベ
き
も
の
な
り
。
而
し
て
如
何
な
る
動 

機
に
依
つ
て
最
初
ょ
り
條
件
づ
け
ら
：れ
た
る
か
，0
又
^
 

の
動
機
は
繼
顧
せ
h
や
。
是
等
を
熟
考
し
、以
つ
てI

方 

古
き
を
確
立
す
る
S
共
に
、
他
方
新
し
き
を
評
價
す
タ 

そ
れ
等
の
研
究
に
對
し
：て
：言
語
の
研
究
は
資
す
る
と
こ 

ろ
極
め
て
大
な
り
ビ
思
#
す
^

五
六
頁
以
降)

以
上
本
書
の
大
體
を
紹
介
せ
り
ど
考
ふ
.。
尙
ほ
是
等 

に
關
す
る
問
題
は
目
下
本
誌
t
e連
載
中
の
拙
稿
.

r

經
濟 

al
w
究
に
就
い
て」

ミ
密
接
の
_

係

あ

-
^
就

き

て

參

释
 

せ

ら

れ

ん

こ
e
を

希3!

す

。(

野

村
#
太

郞)

::

• 

r 

' 

t 

? 

i 
— 

•

I

娘
太
I

魂

版

.：：
#

濟

的

文

化

-:
;:
:

;

、':
;

. 

W

 
哲

學

：
：
■

—

.

;

^

H田
國
文
堂
發
行 

:
::
..
四
.六
版
五 

o 

A 

M

.
經
濟
學
に'

 

お
け
る一

，新
傾
向
は
，
經
濟
學
の
哲
學
的 

考
察
で
あ
ら
ぅ
。
著
者
野
村
氏
は
、.
夙
化
此
の
傾
向
代

'
第

十

五

怨(
一

H
五
五
>
..
新

刊

糊

介
,

着
目
し
、
之
を
硏
鎸
せ
ら
れ
る
こ
S

®
ぶ
る
，深
い
も
の 

が
あ
る
。
.本

書

の

第

.
一

版

の

上

捽

せ

ら

れ

た

の

は

昨

年
 

'

の
六
月
で
あ
つ
た
。
從
球
ブ
ヶ
年
本
書
^
對
す
る
學
界 

の
需
要
は
，
本
書
の
著
者
を
し
て
第
四
版
を
出
版
せ
し 

め
るU

至
つ
た
o
改
定
第
四
版
に
あ
い
て
は
、r

全
體
に 

亘
.つ
て
文
意
其
の
恤
の
訂
1£
を
な
し
、
E
ら
に
第
四
篇 

ど
第
逛
篇
ヒ
に
其
後
發
表
し
た
論
文
を
各
一
章(「
古
代 

R
お
げ
る
家
族
^
.

」
「

ギ
^
:ド
.針
會
^
義
の
根
本
觀
念」 

づ

、
增

加

し

た
"」(

序
文)

評
者
は
今
全
職
に
渉
つ
て
、 

舊
版
ど
改
版

S
を
比
較
す
る
の
.餘
裕
を
持
つ
て
ゐ
な
か 

つ
た
の
で
、
改
版
讀
過
の
際
に
命
げ
，る
感
想
を
述
べ
る 

に
止
め
や
ぅ
S
思
ふ
。
.

本
書
の
序
1
眞
を
求
$

て」

ゅ
沏
に
朗
々
誦
す
べ
き
名 

文
で
あ
る
"
讀
者
ゆ
何
尤
ビ
雖
も
、
そ
の
流
麗
な
筆
致 

k
难
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
•い
で
あ
ら
ぅo

ァJ

の
名
文
^
} 

讀
み
了
つ
て
、
第
一
篇
科
學
ゴ
し
て
の
經
濟
學
に
入 

る
に
及
び
評
者
は
高
橋
敎
授
の
本
«

»
版
に
對
1'
る
梆 

評
を
想
起
せW

る
^
得
な
い
：？ 

f

 

£
一
篇
に
移
る
. 

^
及
び
て
>
吾
人
は
又
把
其
0
結
構
の
雄
太
な
る
ド
藤 

か

ざ

裏
?

 

' 

.

又

徇

入

も

著

者0
哲

學

敗

徵_
.の
»

.第
九
.鱗


